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脳機能・生体計測を用いたヒューマンファクタ研究
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　現代社会は、様々な社会技術システムによって支えられて

いますが、そのシステムを安全に運用するのは人間の役割で

す。そこでシステムと対峙する人間の認知特性を脳機能計

測などにより明らかにし、その知見に基づき人間と協働でき

る高度システムの開発を目指しています。

　具体的なテーマとしては、生体信号に基づく認知状態推定

とその応用技術開発、人間―人間・人間―機械間の相互作

用の評価、人間の社会的な損益判断のメカニズム解明と技

術コミュニケーションへの応用などを行っています。

研究内容

　これまでに原子力発電所の様な大規模システムの運転員

などを対象とした脳機能計測の実施等に携わっており、脳

活動計測装置や眼電位計測装置などを用いて作業者の認

知状態を調べることが可能です。また生体信号を応用する

アプリケーション開発についても協力することが可能です。
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図１．近赤外線分光法を用いた脳機能計測実験

図２．心的作業負荷を推定する生体計測実験 




